



















　皆さまのお手元に，日本 ILO協議会の雑誌『WORK＆ LIFE　世界の労働』2016 年第 4号が配
布されていると思います。今年の第 105 回 ILO 総会特集ですので，今日ご参集の方々も寄稿され













































































ILO以外の場でもいろいろな形で話し合うことです。2016 年 5 月に日本でG7の伊勢志摩サミット
が行われましたが，その前年にドイツで開かれたG7 エルマウサミットにおいても，この問題が議
論されました。日本の新聞ではほとんど報道されていなかったと思いますが，いま，この問題は世
界中のさまざまなところで議論されていることを，日本の皆さんに知っていただきたいと思いま
す。
　ドイツ政府はこの問題を G20 のトップ・プライオリティの中に入れて議論したいと言っていま
す。その点で，日本の使用者だけではなく，世界の使用者として，この問題にどうやってきちんと
取り組んでいくのかというのが，今後の重要な課題だと認識しています。
　もうひとつ，日本の皆さんにお届けしたいのは，2020 年に東京オリンピックが開催されます。
こういった巨大なスポーツイベントが行われるときに，さまざまな動きがありますが，人権NGO
あるいは国際労働運動団体などが，日本の企業に対し，厳しい目を持って対応してくることが一般
的です。私は経団連の一員として，この問題について，日本の企業がより真摯に前向きに対応でき
るよう，努力していきたいと思います。
　私からの ILO総会報告，ビデオメッセージは，以上とさせていただきます。ありがとうござい
ました。（拍手）
